
地 域 の 人 か ら の 感 謝 が
何 よ り の ご 褒 美

横浜で生まれ育ち、20代からは東京で過ごした生粋の都会育ち。
しかし、地域の人に愛され、自然と共存する久富さんの姿を見ると
最初から地方での生活の方が合っていたと誰もが思うだろう。

できるだけ人が少ない地方で生活したいと思い「緑のふるさと
協力隊」として坂井市竹田地区で活動することとなった。緑のふる
さと協力隊の任期後も、お世話になった竹田地区の方に恩返しをす
るため同地区で地域おこし協力隊として活動することを決意した。

稲作や獣害駆除などを行い、協力隊になってから自然のありが
たさに気づいたと話す。また、ある時、約20年前まで養魚場とし
て使われていた生

いけ
簀
す

を発見し、生簀の復活にも挑戦することに。周
辺環境の変化もあり、再生は難しいと言われたが、試行錯誤しなが
ら養魚に自主的に取り組んでいる。

久富さんは退任後も竹田地区に定住し地域に貢献していく。「人
との繋がりを強く感じられ、地域の人に感謝されることが多いの
で、協力隊になってよかったと思っています。自分にできることを
コツコツとやっていく中で地域の人に喜んでもらいたいです。これ
から協力隊になる人は、地域の人の理解を得て、協力関係を築くこ
とが1番大切だと思いますね。」そんな人柄も久富さんが竹田地区
の人たちから愛されている理由の1つだ。

久 富 盛 和 さん（38）

［出 身 地］神奈川県
［活動地域］坂井市竹田地区
［協 力 隊］平成28年4月～
［活動内容］

稲作・獣害駆除、木育インストラク
ター、移住体験施設で食事の提供

坂井市地域おこし協力隊
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